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バッハのオルガン曲が大好きでコンサー
トにはよく行くのですが、今回のバッハと
モーツァルトの“コラボ”コンサートはこれ
また新鮮でした！しっとりしたお話の仕方
でとてもスレンダーな徳岡さんが、あんな
にパワフルにオルガン演奏をされるのが
もう感動！！モーツァルト「幻想曲ヘ短調」
の足 盤のトリルも見逃せませんでした。
本日より徳岡さんのファンになりました！！
（manman）／徳岡さんがオルガンを弾く
姿が美しかった。オルガンと声楽の組合
せが良かった。今日はサマーミューザの
梯子（昭和音大→ミューザ）でしたが、楽
しい1日でした。（60代・会社員・国産
機械マニア）／パイプオルガンの生演
奏、はじめて聴きました。圧巻でした！心
にもどーんと響く音楽の素晴らしさを改
めて実感しました。素敵な公演をありがと
うございました。（30代・インフルエン
サー・しずか）／初めてのコンサートホー
ルでのパイプオルガン。教会とは異なる
感じで落ち着いて聴くことが出来ました。
オルガンの独奏も良かったですが、あまり
生で聴いたことのない声楽の入った曲も
良かったです。特に後半の曲が好きです。
バッハ BWV243、BWV733 も良かった
ですが、モーツァルトの K.339 すごく良
かった！！（70代・音楽大好きなヒロ）

マーミューザ名物「真夏のバッハ」。
ミューザの大オルガンを生かした好企

画だ。10回目となる今回は、オルガニストの徳
岡めぐみの発案で、バッハにモーツァルトを
加え、徳岡が編曲したオルガン伴奏版の声楽
曲も組み込んだ、盛りだくさんのプログラム
が披露された。
　まず、曲の内容を考えて連結されたプログ
ラムに驚く。前半はバッハの『幻想曲』
BWV572で始まったが、通常は華やかなス
トップが用いられる第３部でフルート系のス
トップを使用して音量を抑え、次の『マタイ受
難曲』の改悛のアリア「憐れみたまえ」へとつ
なげた。『マタイ』の次には、やはり涙を誘う
モーツァルト『レクイエム』の「涙の日」が四重
唱で歌われる。しっとりした前半部がこう
やって出来上がる。『マタイ』のアリアを歌っ
た谷地畝晶子の深いアルトの音色も心に残っ
た。
　後半はモーツァルトの『幻想曲』K.608で開

始。対位法も駆使されるが、モーツァルトの
「翳り」はロマン派の予兆だと知る。続いて
バッハ『マニフィカト』の第2,10曲があり、そ
の10曲と同じテーマの『フーガ』BWV733へと
繋げる。これまた絶妙な選択だ。ソプラノの隠
岐彩夏が清潔感あふれるフレージングを聴か
せたモーツァルトの『ヴェスペレ』K.339「主を
ほめたたえよ」を経て、最後はバッハ若き日の
傑作『パッサカリア』BWV582。バッハならで
はの高揚感が味わえる作品だが、徳岡は悠然
とした歩みを崩さず、宇宙から俯瞰するよう
なスケールの大きな演奏を聴かせた。この曲
に限らず、ストップ使いの多彩さとダイナミ
ズムは徳岡の美点だろう。
　アンコールは歌手全員の五重唱で「主よ、人
の望みの喜びよ」。途中の出演者のコメントで
「まだバッハを歌っていない」「では今夜中に」
というやりとりがあったのを思い出した。笑
みを誘う洒落たエンディングだった。

（音楽物書き　加藤浩子）

© 増田雄介

バッハとモーツァルトの
練り上げられたプログラムが
10回の節目を飾る!

©K.Miura
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A4クリアファイル

税込¥330（税別￥300）

サマーミューザ扇子

税込¥1,980（税別￥1,800）
数量限定
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ゆったり近場で小休憩♪ゆったり近場で小休憩♪
すでにこのコーナーでも多数紹介されている

とおり、ミューザ川崎周辺には飲食店がたくさ
ん。初めての食レポはどこにしよう…ホールを初
めて訪れたお客様も立ち寄りやすいところ…と
いうことで、ミューザ川崎1階のエクセルシオー
ルカフェに行ってきました！
　「大葉香る 海老とアボカドの明太子ドリア」は
ボリュームたっぷり大満足、大葉ソースが爽やか
でさっぱりといただけます。ドリンクも種類豊富
で何度行っても楽しめますよ。この日はほうじ茶
ラテにしました☆

　コンサートの前にワクワクを高める時間、コン
サート後に余韻を楽しむ時間に立ち寄ってみて
はいかがでしょうか。　　　　（ホール案内・お）

大葉香る海老とアボカドの
　　　　　明太子ドリア（税込850円）
　　　　　ほうじ茶ラテR（税込550円）

全ドリンクサイズアップ無料

パートナーショップ特典

※「優待チラシ」持参者のみ（１名）
※営業時間内は終日可

A

スダーンさんと東響の息の合った演奏を聴
くことができて大満足でした。管楽器のソロ
の方々が素晴らしかったです！( 特にトラン
ペット、ファゴット、ホルン、サックスの方 )
東響の気概の込もった演奏が大好きです。
（20代・会社員・匿名）／ピアノ独奏の山
縣美季さん！ 静謐さと軽やかさを感じる心
地よい演奏でした！ そして東響でいつか聴
きたかった「展覧会の絵」。キーウの大門で
は透き通ったトランペットの音と大音圧の
エンディングに心が沸騰！（60 代・グー
フー）／さすがスダーンさん。きめるべきと
ころを手堅くきめて、キーウの大門では大き
な盛り上がりを聞かせてくれた。（60代・会
社員・hide）／山縣美季さんのピアノの音
色は柔らかくとても温かみ溢れる素晴らし
いものでした。勿論、東京交響楽団の演奏
は素晴らしく展覧会の絵は圧巻！流石でし
たね。心から楽しめて癒されました。ありが
とうございました。（70代・介護職・せっちゃ
ん）／ムソルグスキーの生前には展覧会の
絵は演奏されなかったことをパンフレット
で知った。それを知って演奏を聴いた。私の
音の原点に限りなく近い展覧会の絵。創っ
てくれてありがとう。自然と涙が流れた。（60
代・会社員・トミタEL＆P）

「出 張・サマーミューザ＠しんゆり！」の
東京交響楽団公演は、桂冠指揮者ユ

ベール・スダーンの指揮。2004年から10年間
音楽監督を務めたスダーンは、ピリオド奏法を
応用したストレートでピュアな響きと精緻で
引き締まった音楽を創造し、東響に新風を吹き
込んだ。そして退任後も随時客演し、当時を想
起させる表現で聴く者を魅了している。
　今回もまさにそうした好演が展開された。幕
開けはモーツァルトの『皇帝ティートの慈悲』
序曲。ノン・ヴィブラートで奏されるタイトに
して濃密な音楽が、スダーンならではの魅力を
伝える。同じくモーツァルトのピアノ協奏曲第
27番は、山縣美季が粒の揃った音で軽やかな

ソロを繰り広げる。華麗に弾き飛ばすと台無
しになる難曲だけに、20代前半としては上々
のパフォーマンス。芳醇かつ滋味深い管弦楽
もバランス良く盛り立てる。
　後半のムソルグスキー（ラヴェル編）の『展
覧会の絵』では、スダーン一流の緻密さや丁寧
さと、曲の持つ色彩感やダイナミズムが共生
した快演が耳を楽しませる。明朗・光輝なトラ
ンペット独奏も冒頭をはじめ随所で効果を発
揮。そして最後の高揚感が爽快な後味を残す。
　“別館”とも言える「しんゆり」の公演で、ス
ダーン・クラスの指揮者が密度の濃い演奏を
聴かせる……これもサマーミューザの侮れな
い魅力であることを実感させられた。

（音楽評論家　柴田克彦）

色彩感やダイナミズムが
共生した快演！
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